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◆本資料に記載された将来情報などは資料作成時点での当社の認識、意見、判断又は予測で
あり、その実現を保証するものではありません。様々な要因により実際の業績や結果とは大きく
異なる可能性があることをご承知おき下さい。

◆説明会および本資料は、当社をご理解いただくための情報提供を目的としたものであり、当社
又は子会社が発行する有価証券への投資を勧誘するものではありません。

◆本資料は、正確性を期すために慎重に作成しておりますが、完全性を保証するものではありま
せん。本資料中の予測や情報によって生じた障害や損害については、当社は一切責任を負い
ません。

◆ セグメント収益は、セグメント間の内部営業収益又は振替高を含んだ営業収益を表示していま
す。

◆金融商品取引業の業績は経済情勢および市場環境の変動を大きく受けるため、業績を適正
に予想し、開示することは極めて困難であることから、2022年12月期業績予想にJトラストグ
ローバル証券の業績は織り込んでいません。

◆当決算説明資料では、社名を以下のとおり略称で記載しています。
Ｊトラスト銀行インドネシア（BJI）/Ｊトラストロイヤル銀行（JTRB）

JT親愛貯蓄銀行（JTCSB）/ JT貯蓄銀行（JTSB）/ 日本ファンディング（NF）
Ｊトラストグローバル証券（JTG証券）※旧エイチ・エス証券 / Nexus Card（NXC）

◆親会社の所有者に帰属する当期利益を当期純利益と表示しています。



2

ミライノベート【3528】の吸収合併により、流動性の
向上に加え来期以降、不動産事業が一層拡大

総資産はさらに積み上がり、約1兆1,000億円に

JTG証券はグループシナジーを活かし、現状の預かり資産
約3,400億円から1兆円を目指すための取り組みを加速
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➢ 総資産は約1兆1,000億円に拡大

➢ 収益を生む貸出残高等が増加し、増収ピッチが加速

（※1）2018年3月期以降はIFRS
（※2）決算期を3月から12月に変更

（※1） （※2）

10,971

総資産の推移



4

➢ ミライノベートは時価総額にほぼ匹敵する現預金130億円を保有しており、純資産を下回る評価での合

併比率により吸収合併することで、当社グループの流動性を効率的に向上できる

➢ ミライノベートの通期業績予想は、売上高84億円、純利益7億円

➢ ミライノベートの主力は不動産事業

（ご参考）ミライノベートの業績予想

売上高 営業利益 純利益

2023年3月期
業績予想

8,466 695 751

（単位：百万円）

（※）日本会計基準
ミライノベートの現預金130億円は2022年11月9日開示の同社決算短信から抜粋
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➢ JTG証券の顧客の株式や外債を担保として、提携銀行がローンを提供し、日本保証が保証

➢ JTG証券の預かり資産の増大と口座数の増加、日本保証の保証残高の増大を見込む
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3. BJIの営業利益幅が月を追うごとに拡大し、利益の牽引役に
⇒優良な貸出債権がさらに積み上がり、収益が拡大

4. NFの富裕層向け投資用高級一棟RCマンションの販売が開始
⇒来期、信用保証残高100億円の積み上げを目指す

2. JTG証券、提携銀行、日本保証の協業による新たな金融商品を11月1日提供開始
⇒JTG証券の顧客の株式や外債を担保として、提携銀行がローンを提供し、
日本保証が保証

5. NXCの割賦事業の推進
⇒クリアグループとのエステ、ゴルフ、ジム、クリニック等を通じた割賦事業は計画を上回って
進捗

1. ミライノベート【3528】の吸収合併により、来期以降、不動産事業を一層拡大
⇒不動産事業の拡大は信用保証残高の積み上げに直結
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01｜2022年12月期 第3四半期連結決算概要

02｜2022年12月期 第3四半期 セグメント別業績と取り組み

03｜2022年12月期 第3四半期 通期予想に対する進捗率
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FY12/2022

進捗率
通期予想 3Q実績

営業収益 790億円 564億円 71%

営業利益 130億円 126億円 97%

税引前利益 160億円 157億円 98%

当期純利益 120億円 119億円 100%

➢ 利益項目は3Q時点において通期予想をほぼ達成

2022年12月期 通期予想に対する進捗率
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FY12/2021 3Q FY12/2022 3Q 差額（※）

営業収益 306億円 564億円 258億円

営業利益 78億円 126億円 48億円

税引前四半期利益 83億円 157億円 74億円

当期純利益 24億円 119億円 95億円

➢ 前年同期比で増収増益

連結決算概要（前年同期比）

（※）億円未満を切り捨て表示した数値の差額を億円単位で計算しています。
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セグメント別営業収益（前年同期比）

FY12/2021 3Q FY12/2022 3Q
差額
（※1）

日本金融事業 68億円 83億円 15億円

韓国及び
モンゴル金融事業

110億円 266億円 156億円

東南アジア金融事業 120億円 205億円 85億円

投資事業 5億円 2億円 -3億円

その他 4億円 12億円 8億円

連結営業収益（※2） 306億円 564億円 258億円

（※1）億円未満を切り捨て表示した数値の差額を億円単位で計算しています。
（※2）連結営業収益は連結調整後の数値となります。

➢ 東南アジア金融事業が前年同期比で85億円の増収

➢ 韓国及びモンゴル金融事業の増収には、JTCSBの子会社化が寄与
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セグメント別営業損益（前年同期比）

FY12/2021 3Q FY12/2022 3Q
差額
（※1）

日本金融事業 36億円 32億円 -4億円

韓国及び
モンゴル金融事業

28億円 118億円 90億円

東南アジア金融事業 -29億円 7億円 36億円

投資事業 60億円 -15億円 -75億円

その他 -0億円 -0億円 0億円

連結営業利益（※2） 78億円 126億円 48億円

（※1）億円未満を切り捨て表示した数値の差額を億円単位で計算しています。
（※2）連結営業利益は連結調整後の数値となります。

➢ 東南アジア金融事業が黒字転換し、前年同期比36億円の増益

➢ 韓国及びモンゴル金融事業は堅調な事業状況下、負ののれん益75億円が加わり増益

➢ 投資事業はシンガポールでの勝訴判決の影響が剥落
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銀行業における貸出金と保証残高 NH(保証) BJI JTRB JTSB JTCSB単位：億円

➢ 銀行業における貸出金と保証残高の合計金額は約1兆円に拡大

銀行業における貸出金と保証残高の推移

（※） 2020年12月～2022年3月迄JTCSBも含む。
現地通貨に9月末レート（1インドネシアルピア=0.0095円/ 1USドル=144.81円/ 1韓国ウォン=0.1012円）を乗じて表示
NH…日本保証
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FY12/2021 3Q FY12/2022 3Q
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単位：億円

金融3事業のセグメント営業利益合計

➢ 負ののれん益を除く金融3事業のセグメント営業利益は、82億円と前年同期比で48億円の増益

➢ 恒常的な年間100億円のベース利益を上回るスピードで成長が加速

34

82

負ののれん益を除く金融3事業のセグメント営業利益（前年同期比）

前年同期比
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負ののれん益を除く金融3事業の営業利益の推移（前年同期比）

単位：億円

➢ 負ののれん益を除く金融3事業の3Qのみ営業利益は前年同期比3.4倍と2Qの3.0倍から成長加速
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平均貸出金利
（2022年9月）

平均預金金利
（2022年9月）

預貸スプレッド（注）

BJI 8.6% 4.2％ 4.4%

JTRB 8.1% 3.2% 4.9%

JTCSB 10.9% 2.9% 8.0%

JTSB 9.0% 2.7% 6.3%

➢ 2022年9月時点の預貸スプレッドはBJIが4.4％、JTRBが4.9%、JTCSBは8.0%、JTSBは6.3%

銀行事業における預貸スプレッド

（※）預貸スプレッドは小数点1位で表示された数値の差額で計算しています。
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01｜2022年12月期 第3四半期連結決算概要

02｜2022年12月期 第3四半期 セグメント別業績と取り組み

03｜2022年12月期 第3四半期 通期予想に対する進捗率
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東南アジア金融事業
2022年12月期 第3四半期 セグメント別業績と取り組み
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➢ 営業収益は銀行業における貸出金の増加に伴って利息収益が増加し85億円の増収

➢ 営業損益はBJIが牽引し2Qの2億円から5億円上積みの7億円となり、前年同期比36億円の増益
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東南アジア金融事業（インドネシア）

2022年12月期 第3四半期 セグメント別業績と取り組み
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FY12/2021
3Q実績

FY12/2022 
3Q実績

差額
（※）

営業収益 56億円 109億円 53億円

営業損益 -21億円 8億円 29億円

➢ 2022年1月～9月は前年同期比53億円増収、29億円増益

（※）億円未満を切り捨て表示した数値の差額を億円単位で計算しています。

BJIは利益黒字額拡大局面へ

BJIの営業収益と営業損益
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BJIの営業収益の推移（前年同期比）
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➢ 営業損益は2022年3月以降、7カ月連続で月次黒字を継続

➢ 月を追うごとに営業利益幅が拡大

営業損益

単位：億円

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

単月黒字 2か月継続 3か月継続 4か月継続 5か月連続 6カ月連続 7カ月連続

（※）単体の累計営業損益

BJIは利益黒字額拡大局面へ
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BJI貸出資産残高 90日以上延滞債権比率(Gross) 90日以上延滞債権比率（ネットNPL）単位：億円

BJI 貸出残高とNPL比率

（※）現地通貨に9月末レート（1インドネシアルピア=0.0095円）を乗じて表示

ネットNPL 
1.53％

2.18%

➢ 貸出残高は前年同期比で倍増

➢ 債権の不良化を抑制し、回収による不良債権金額の圧縮に加え、貸出残高の増加もありNPL比率はさ

らに低下
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※9月末債権残高：17.6兆ルピア=1,673億円

2020年1月以降の新体制で積み上げたローン残高とNPL比率

➢ 2020年1月以降の新体制においてリスクマネジメントを強化

➢ 新体制で積み上げたローンのNPL比率(Gross)は2022年9月時点で0.11％

➢ 新体制による貸出残高は全体の88.31%(約1,477億円:約15.5兆ルピア)まで拡大

旧体制で積み上げた貸出残高

新体制で積み上げた貸出残高

新体制で積み上げたローンの
NPL Grossは2022年9月時点で

旧体制で積み上げたローンの
NPL Grossは2022年9月時点で
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BJI 預金残高とCost of Fundsの推移

単位：億円

➢ 預金残高は2,200億円超に増加

➢ Cost of Fundsは政策金利の引き上げの影響を受けたものの低水準

（※）現地通貨に2022年9月末レート（1インドネシアルピア=0.0095円）を乗じて表示

2,239
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➢ PT Daya Kobelco Construction Machinery Indonesia (コベルコインドネシア) と重機のファ
イナンス投資商品販売で業務提携契約を締結

➢ 日立建機株式会社傘下のインドネシア法人PT Hexindo Adiperkasa（ヘキシンド・アディペルカ
サ） と重機販売に係る業務提携契約を締結

➢ 引き続き、住宅ローンを含め多くの日系企業などから業務提携の話をいただいている状況

※BJIとPT Hexindo Adiperkasaとの調印式の様子（8月11日）※BJIとPT Daya Kobelco Construction Machinery Indonesia
との調印式の様子（7月29日）
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➢ Warta Ekonomi(ワルタエコノミー)がBJIを2022年度インドネシア・ベスト・バンク（シナジー強化と
事業セグメントの拡大部門）に選出

➢ インドネシアで初めての女子ゴルフ国際イベント「第1回シモーネ アジア パシフィック カップ」が開催され、
BJIが日系企業として唯一のスポンサーとして参加

※「第1回シモーネアジアパシフィックカップ」（8月18日～20日）
写真：【上】渋野 日向子選手、【下】イ・ボミ選手、ユ・ソヨン選手

※2022年度インドネシアベストバンクアワード受賞
写真：BJI代表取締役社長 深代 律雄（8月25日）
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東南アジア金融事業（カンボジア）

2022年12月期 第3四半期 セグメント別業績と取り組み
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法人向け 個人向け 延滞債権比率単位：億円

JTRB 貸出残高と延滞債権比率の推移

（※）現地通貨（USドル）に2022年9月末レート（1USドル=144.81円）を乗じて表示

➢ 貸出残高は前年同期比13％増

➢ 延滞債権比率は足元では若干上昇ながらも依然として低水準

1,459
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1,425

3.2%

（※）数値は現地通貨（USドル）に2022年9月末レート（1USドル=144.81円）を乗じて表示

JTRB 預金残高とCost of Fundsの推移

➢COFは米国金利上昇の影響を受け、若干上昇ながらも低水準

➢新商品を開発・販売するなど、預金獲得のための施策を推進
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➢ 預金獲得の施策として、日本にお住まいの方への特別サービスを開始

➢ USドル建てで年間5%の定期預金
➢ カンボジアに入国、来店不要
➢ 日本にお住まいのまま口座開設可能

Grow Your WEALTHの特徴

問い合わせ先（ジャパンデスク）
japandesk@jtrustroyal.com
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日本金融事業

2022年12月期 第3四半期 セグメント別業績と取り組み
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➢ JTGやNXCの子会社化が増収要因

➢ 営業利益は減益となったものの、計画を上回って推移しており、順調
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日本金融事業の保証残高の推移
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➢ 昨年来の取り組みが奏功し、保証残高は微減から微増へ転換

2,070
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中古アパートローン保証残高の推移

単位：億円

➢ 2020年11月に開始した中古アパートローンの保証残高は、2022年9月末時点で147億円と計画

(119億円)を上回るペースで増加
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富裕層限定サイト
– Owners Site -

詳細はこちらから

➢ 都心・駅近・安定収益が見込める物件を価格を抑えて販売しており、竣工前に客付けが完了

➢ 来期竣工予定は既に70億円強になるなど、年間100億円の保証残高を積み上げる体制を確立中

※パース（JR吉祥寺駅徒歩9分）

J-ARCとは、「お客様と未
来をつなぐ架け橋(ARC) 」
をコンセプトとした都心の駅
近に位置する投資用高級
一棟マンション。
富裕層向けの城南城西地
区に限定し、特別価格で
提供。
J-ARCシリーズ第一弾の吉
祥寺の物件以外にも、近
日中に3棟提供予定。

不動産と金融のノウハウで築く、投資用一棟マンション販売開始 ROBOT HOUSE公式YouTubeで、
資産税実務を経験した税理士によるWebセミナーを開催

税金対策を検討されて
いる方向けの収益不動産
「Vintage Residence」。
高利回りや減価償却を目的
とした物件を厳選しており、節
税に特化した商品。その点に
ついてWebセミナーで説明

PR動画QRコード（30秒） x
※セミナー本編より
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サービサー事業における請求債権残高
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パルティールにて取扱う請求債権残高 日本保証が保有する請求可能債権残高

（※）請求債権残高は買取債権および回収受託債権を含む。

単位：億円

➢ パルティールにて取扱う債権については、回収が好調な中で買取りも順調であり残高は微増

9,151
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韓国及びモンゴル金融事業

2022年12月期 第3四半期 セグメント別業績と取り組み
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韓国及びモンゴル金融事業の営業収益と営業利益（前年同期比）

単位：億円

➢ 営業収益はJTCSBの子会社化と貯蓄銀行業務における利息増加から前年同期比2.4倍

➢ 事業成長に加え、負ののれん益75億円の計上もあり、営業利益は大幅増益

単位：億円

営業収益 営業利益
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負ののれん益を除く 韓国及びモンゴル金融事業の営業利益（前年同期比）

単位：億円

➢ 負ののれん益75億円を除いた事業ベースの営業利益でも前年同期比15億円の増益

営業利益
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JTCSBの貸出残高と延滞債権比率の推移

（※）現地通貨に2022年9月末レート（1韓国ウォン=0.1012円）を乗じ表示

単位：億円

➢ 貸出残高は2,700億円超にまで拡大

➢ 90日以上延滞債権比率は4%台を中心に推移
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（※）現地通貨に2022年9月末レート（1韓国ウォン=0.1012円）を乗じ表示

単位：億円

➢ 貸出残高は戦略的にコントロール

➢ 90日以上延滞債権比率は3%台を中心に推移
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投資事業

2022年12月期 第3四半期 セグメント別業績と取り組み
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➢ 前年同期にはシンガポールでの勝訴判決に係る受領額をその他の収益に計上していたため減益

投資事業の営業収益と営業損益（前年同期比）
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01｜2022年12月期 第3四半期連結決算概要

02｜2022年12月期 第3四半期 セグメント別業績と取り組み

03｜2022年12月期 第3四半期 通期予想に対する進捗率



4603|2022年12月期 第3四半期 通期予想に対する進捗率

FY12/2022

進捗率
通期予想 3Q実績

営業収益 790億円 564億円 71%

営業利益 130億円 126億円 97%

税引前利益 160億円 157億円 98%

当期純利益 120億円 119億円 100%

➢ 利益項目は3Q時点において通期予想をほぼ達成

2022年12月期 通期予想に対する進捗率
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➢ 連結子会社であるエイチ・エス証券は、10月1日付で「Jトラストグローバル証券」に商号変更

➢ 社名変更を記念し、新規口座開設キャンペーン（※）を開始

➢ TVCMにはフリーアナウンサーの高島彩さんを起用（テレビ東京のワールドビジネスサテライトにて放映中）

旧ロゴ（～2022年9月30日） 新ロゴ

↑高島彩さん出演TVCM【社名変更編】 ※新規口座開設
キャンペーン

特設サイトはこちら


